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未来を拓く発電技術特集
の発刊に際して

常 務 取 締 役
原動機事業本部長

冨 永 明

未来を拓く発電技術特集を発刊するに当たり，一言御挨拶
を申し上げます．
電力は，現代社会に不可欠のエネルギーです．我が国では，
電力事業者の皆様の努力により安定供給が実現されており，
それを支えているのが発電技術です．当社は，変化する社会
のニーズに対応するため，一貫して発電技術の向上に取り組
んできました．
電力事業を取り巻く環境と発電技術への要求は大きく変化
しています．電力の小売自由化により電力市場への競争原理
導入が進められ，従来に増した経済性が求められています．
一方で，地球温暖化防止のためのCO2排出削減に向けた環境
保護対策の一つとして再生可能エネルギー利用を義務付ける
RPS法（新エネ利用促進法）が本年４月に施行されました．
当社ではこれらに応えるために，高効率ガスタービン，燃
料電池等の開発とともに，ボイラ・蒸気タービンの高効率
化・信頼性向上に取り組んでいます．また再生可能エネルギ
ーである風力，太陽光，バイオマスエネルギー利用技術の開
発を進めています．また，お客様に長期間にわたって安心し
て使っていただくための様々なアフターサービスメニューを
用意しております．本報では当社の取組みと最近の成果を簡
単に御紹介します．
ガスタービンでは，入口ガス温度 1 500℃級／M701G形

50 Hz機M501G形60 Hz機が順調に運転しています．フィリ
ピンイリジャン発電所では，ガス／油デュアル燃料焚きの
M501G形が昨年より，米国ではガス燃料焚きM501G形が本
年より運転開始し，1 500℃級ガスタービン複合発電設備の
運転実績が拡大しております．
蒸気タービンでは，高性能翼・高性能シール機構を適用し
た，高効率新型蒸気タービンを開発し，高砂製作所内の実証
発電所で目標の性能が達成されたことを検証しました．
ボイラでは，石炭焚き超臨界圧変圧運転ボイラ用として，

構造が簡単で信頼性の高い垂直管火炉壁方式を，世界で唯一
当社が実用化しています．また，複合発電用の排ガスボイラ
として，設置面積が小さく運転保守に優れた竪型自然循環ボ
イラを開発しました．
また，国内最大規模 IPPである神鋼神戸発電（株）神鋼神戸

発電所１号機（石炭焚き，出力700MW）が順調に運転中で
す．
豊富な石炭をより高効率に利用する石炭ガス化複合発電

（IGCC： Integrated Coal Gasification Combined Cycle）技術

の開発にも取り組んでおり，平成 16年から建設予定の(株)
クリーンコールパワー研究所250MW級実証機の計画を進め
ています．また，石炭利用高効率発電の一つとして，高度加
圧流動床技術（A-PFBC：Advanced Pressurized Fluidized
Bed Combustion）の開発も行っています．
高効率，かつCO2排出の少ない究極の発電システムと期待

されている燃料電池の開発も進めています．約1 000℃の高
温で作動する固体酸化物形燃料電池（SOFC：Solid Oxide
Fuel Cell）はガスタービンと組み合わせることにより70 ％
（LHV）に及ぶ画期的な高効率が期待できます．
アフタサービスの分野では，お客様に私たちの機械やプラ

ントを安心して使っていただくための遠隔監視（運転・保守
支援）システム，LTSA（長期保守契約）や発電プラントの
運用性改善のための高精度シミュレーション等のメニューを
用意しています．
分散電源用のエンジンでは，世界最高レベルの高効率エン

ジンを実現しています．ガスエンジンでは単機容量 280～
5 750 kW，ディーゼルエンジンでは180～15 000 kWの幅広
い出力範囲でラインナップしており，広範囲なお客様のニー
ズにこたえられるよう努めております．また，新しい分野の
分散電源として家庭用の１ kW級固体高分子形燃料電池
（PEFC：Polymer Electrolyte Fuel Cell）の初号機をサンプ
ル出荷しました．

RPS法の施行により再生可能エネルギーが注目されていま
す．唯一の国産大型風車メーカとして新型風車の開発を進め
てきましたが，本年日本初の 2 000 kW風車が営業運転を開
始しました．太陽電池では，夏場での発電特性に優れるアモ
ルファスシリコン太陽電池を長崎造船所内の専用工場で生産
中です．バイオマスエネルギーでは，ボイラでの混焼技術，
エンジンで利用するための液体燃料への転換技術等に幅広く
取り組んでいます．
また，未利用エネルギーの有効利用として，RDF（Refuse

Derived Fuel），RPF（Refuse Paper and Plastic Fuel），廃タ
イヤ等の廃棄物発電にも取り組んでいます．
以上，当社の発電技術の革新への取組みの一端をご紹介い

たしました．お客様とともに，当社の発電技術を通して，未
来に向けて，より良い環境を維持しながら，より豊かな社会
への発展を目指す所存ですので，引き続き絶大なる御指導，
御支援をお願い申し上げます．


